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【背景・目的】

奄美群島においては，地域人口の減少に伴う市場の縮小が著しく，一方で島外出荷は消

費地までの輸送コストが大きく，新たな販売チャンネルの構築と流入人口の拡大による島

内市場の活性化が喫緊の課題である。

そこで地元の特色を生かした水産加工品の販売チャンネルの構築と漁業現場を「地元水

産物のＰＲの場 「流入人口の増大を促す観光の目玉」として商品化し，地元水産物の」，

市場拡大を図ることを目的とする。

【普及の内容・特徴】

１ 水産加工品の販売チャンネルの構築

奄美いしょむんネットワーク及び参加店舗の認知度向上と魅力ある店舗作り，魅力あ

る商品作りを目的に，おさかな祭り等のイベント参加・直売所バスツアー・研修会・魚

肉まんの開発及びコンテストに取り組んだ。

２ ブルーツーリズムの導入

クロマグロ養殖・真珠養殖・カツオ竿釣りの各漁業体験メニューを組み込んだ旅行商

品の造成を促進するため，大都市圏の旅行エージェントを対象とした招待事業の実施と

東京・名古屋・大阪・福岡・鹿児島の旅行エージェントに対するＰＲ活動に取り組ん

だ。

【成果・活用】

１ 水産加工品の販売チャンネルの構築

比較的小売店舗の少ない地域を中心に，直売所の認知度が向上し，魅力ある商品の開

発が集客の目玉となっている店舗も現れてきている。魚肉まんは，一度切りのスペシャ

， ，ルとなった店舗もあったものの 改良を続け商品としての販売にこぎつけた店舗もあり

地元のグルメグランプリで金賞を受賞した魚肉バーガーと併せて地魚を利用したファス

トフードという新たな魅力ある水産加工品の開発につながった。この結果，人気商品を

中心に店舗間の商品の交流も行われ，徐々にではあるがネットワークとしての効果が現

れはじめている。

２ ブルーツーリズムの導入

水産業体験に奄美の名所や体験型観光現場を組み合わせた具体的な旅行商品の提案は

旅行エージェントから高い関心を持たれた。一部メニューは，大手旅行会社の旅行商品

として既に催行されており，兵庫県の県立高校からは修学旅行のコースの一つとして採

用が決まった。同校はクロマグロ給餌・真珠浜揚げ・カツオ竿釣り及び捌き並びに加工



体験を組み合わせたコースを既に実施したところである。参加者の評価は非常に高く，

同校の生徒アンケートでは「いしょむんコース （水産体験コース）が最も高い評価で」

あったとのことであり，次年度以降の採用も決まっている。参加者からは奄美の水産物

の素晴らしさに感激の声をいただいており，効果的な水産物ＰＲ手法であることが実証

された。

また，従来，観光客に対する地元水産物の提供が少なかったホテル業界における地元

水産物の利用促進を目的とした「解体ショー」は旅行エージェントの評価が高く，修学

旅行でも商品に組み入れられた。今後，より多くの旅行商品で採用されれば，ホテルに

おける地元水産物の利用促進が期待される。

図１ 漁業体験メニュー（カツオ竿釣り）

図２ ホテルにおけるマグロ解体ショー（キハダ）


